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１

・中部圏・近畿圏には多くの活断層がある

日本列島周辺の活断層
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1649～1718年 1719～1788年

1789～1858年 1859～1890年

1891～1961年 1962～1994年

1995～2004年

静穏期活動期

min

東南海・南海地震
活断層による内陸地震

東南海・南海地震発生前後に西日本で多くの内陸地震が発生

マグニチュード 6以上 7以上 8以上
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：確認されている活断層(11地震)
：どこでも起こりうる地震としてM6.9の２地震を設定

⑩上町断層帯

①猿投-高浜

断層帯

・中部圏・近畿圏の大都市直下で発生する可能性の
ある地震を選定

⑥花折断層帯

今回の検討対象

被害想定の対象地震

Km
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建物被害、人的被害等について

・上町（うえまち）断層帯の地震

・猿投（さなげ）－高浜断層帯の地震



5

震度７
震度６強
震度６弱
震度５強
震度５弱
震度４
震度３以下

・大阪平野中心部で震度７、
大阪平野の広い範囲で震度６強となる

：活断層の地表トレース

上町断層帯の地震による震度分布（M7.6）
うえ まち
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①建物全壊棟数（冬昼12時、風速15m/s）

約９７万棟

②死者数 （冬朝５時、風速15m/s）

約４２,０００人

③震災廃棄物（冬昼12時、風速15m/s）

約１．２億トン

上町断層帯の地震による被害

揺れ
約56万棟（57%）

火災
約39万棟（40%）

揺れ
約34,000人（81%）

（揺れ・全壊棟数）

（火災・全焼棟数）火災 約7,500人（18%）

６
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古い木造住宅の密集度の全国ランキング
～重点密集市街地をもつ市区町の昭和55年以前建築の木造住宅密度～

１，６２５中野区東京都9

２，００４東成区大阪市大阪府4

２，０４１東住吉区大阪市大阪府3

２，６９１生野区大阪市大阪府2

２，７９５西成区大阪市大阪府1

１，８９８阿倍野区大阪市大阪府6

１，９５９旭区大阪市大阪府5

１，５１７住吉区大阪市大阪府10

１，７６２城東区大阪市大阪府8

１，８４５荒川区東京都7

古い木造住宅密度
（戸／ｋｍ２）

区市町都府県順位

*住宅・土地統計調査（H15）より作成
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震度７
震度６強
震度６弱
震度５強
震度５弱
震度４
震度３以下：活断層の地表トレース

・濃尾平野東部、岡崎平野南部の一部で震度７、
愛知県西部の広い範囲で震度６強となる

猿投－高浜断層帯の地震による震度分布（M7.6）
さなげ たかはま
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①建物全壊棟数（冬昼12時、風速15m/s）

約３０万棟

②死者数 （冬朝５時、風速15m/s）

約１１,０００人

③震災廃棄物（冬昼12時、風速15m/s）

約３６００万トン

猿投－高浜断層帯の地震による被害

揺れ
約15万棟（51%）

火災
約12万棟（41%）

揺れ
約9,300人（84%）

（揺れ・全壊棟数）

（火災・全焼棟数）火災 約1,400人（12%）

液状化
約2万棟（7%）

９
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文化遺産の被災可能性について
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302

230144191
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（文化庁ＨＰより）＊数字は重要文化財(建造物)の数を表す

・重要文化財（建造物）の約半分が、中部圏・近畿圏に集中

重要文化財（建造物）の分布

11
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157

6

10

815

6

5

＊数字は重要文化財(建造物)の数を表す

6

・国宝（建造物）の約８割が、中部圏・近畿圏に集中

国宝（建造物）の分布

12

（文化庁ＨＰより）
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13
3

文化遺産が集中する地域に
活断層も集中。

ひずみ集中地帯

近畿トライアングル

13

日本列島周辺の活断層
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震度７
震度６強
震度６弱
震度５強
震度５弱
震度４
震度３以下

花折断層帯の地震（M7.4）による被害

① 建物被害棟数
（冬昼12時、風速15m/s）
約３８万棟

② 死者数
（冬朝５時、風速15m/s）
約１１，０００人

③震災廃棄物
（冬昼12時、風速15m/s）
約２，６００万トン

・京都府南部、琵琶湖南岸を中心に、広い範囲で
震度６強以上となる

：活断層の地表トレース
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平等院

震度７
震度６強
震度６弱
震度５強
震度５弱
震度４以下

★国宝：震度６強以上メッシュ内
☆国宝：震度６強以上メッシュ外
●重要文化財：震度６強以上メッシュ内
○重要文化財：震度６強以上メッシュ外
□世界遺産：震度６強以上メッシュ内

天龍寺

15

天龍寺

想定震度分布と文化遺産の位置 ～花折断層帯の地震～

宇治上神社

醍醐寺

・全国の国宝（建造物）の約1/4、重要文化財（建造物）の約１割
が震度６強以上のメッシュに所在

賀茂御祖神社
（下鴨神社）

賀茂別雷神社
（上賀茂神社）

龍安寺

仁和寺

二条城
本願寺

教王護国寺
（東寺）

慈照寺（銀閣寺）

清水寺
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清水寺

円山公園

東本願寺

山科

京都駅

東福寺

平安神宮

河原町

北区大宮

二条駅

上鳥羽駅

中書島駅

河原町駅

京阪宇治駅

嵐山

三川合流

向日町駅

出町柳駅

京都駅

船岡山公園

西京極
清水寺

震度

５０ｍＸ５０ｍ メッシュ

２００ｍＸ２００ｍ メッシュ

花折断層帯の地震による震度分布（詳細検討例）

＊京都盆地内のみを対象としたもの
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★国宝：一般の建物の焼失があるメッシュ内
☆国宝：一般の建物の焼失があるメッシュ外
●重要文化財：一般の建物の焼失があるメッシュ内
○重要文化財：一般の建物の焼失があるメッシュ外
□世界遺産：一般の建物の焼失があるメッシュ内 17

火災延焼分布と文化遺産の位置 ～花折断層帯の地震～

・全国の国宝（建造物）の約１割、重要文化財（建造物）の約５％
が一般の建物の焼失があるメッシュに所在

賀茂御祖神社
（下鴨神社）

慈照寺（銀閣寺）
二条城

教王護国寺
（東寺） 清水寺
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• 計算領域： 東西 2000m, 南北 1500m
• 総建物数： 7,909棟
• 風速：５m/s

清水寺

建仁寺

法観寺(八坂の塔)

高台寺

八坂神社
知恩院

六波羅密寺

火災延焼の数値シミュレーション

上棟梁町

祇園町南側

小松町

：出火点

• 出火点： 3地点

田中哮義らによる（京都大学防災研究所）
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・現在残っている文化遺産は、以前は郊外に立地
・明治以降の市街地拡大により、火災延焼の危険性が増大

1900年頃 2000年頃

市街地の変遷と文化遺産の分布

平常時 火災の影響を受けた時期 火災以外の影響を受けた時期

（ 柱の太さによる違い ： 太･･人為災害 細･･自然災害 ）



20

京都の文化遺産の変遷

平常時 火災の影響を受けた時期 火災以外の影響を受けた時期

（ 柱の太さによる違い ： 太･･人為災害 細･･自然災害 ）
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被害の特徴

１．膨大な被害
→ 老朽木造密集市街地の解消、建築物の耐震化・不燃化等

２．文化遺産の被災
→ 文化遺産の耐震化、周辺市街地における延焼防止対策等

３．東西交通の分断
→ 交通施設の耐震化、代替性の確保等

４．コンビナート被災
→ 近接市街地への被害防止対策等

・交通、ライフライン、経済等の被害想定結果のとりまとめ

・実施すべき地震防災対策のとりまとめ

今後の予定


